


　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　　　　　　　画家として生きた母綾子が
　　　　　　　　　　老衰のため穏やかに 98歳の
　　　　　　　　　　命を閉じました。祭壇に大作
　　　　　　　　　　を 5枚飾るもコロナ禍なので
　　　　　　　　　　4人の家族葬、ネット配信も
　　　　　　　　　　しました。　　　　　　　　　　しました。
　遺影は 4年前の「平和のための戦争展」での写真
から好きだったラベンダ̶色を背景に金色の肖像額
に入れました。
　 野田橋のたもと中野台で生まれた母は、戦争の語
り部として活動されていた故永野平蔵さんとは幼な
じみで日佐戸輝さんとも親しくさせて頂きました。

　前述「戦争展」では原爆ドーム画、戦争画と戦争
紙芝居を展示、色紙や扇子に絵を描いて頒布する等、
実行委員の方々と共に活動してきました。
　母の反戦・平和を希求する思いの原点は、慕って
いた兄の戦死、福岡での空襲体験と故郷へ帰る列車
から見た広島の焦土と化した異様な光景でした。
　母は時と場所を選ばずスケッチしていたものです
が、歌も好きで介護施設でもよく歌っていたようで
す。
　施設で暮らした8年間、彼女の知らぬ間に現政権に
よって戦争が出来る、学問や芸術文化をないがしろ
にする国に変えられようとしています。
　「戦争はあってはならない、憲法9条を大切に」と
教えた母を、故佐藤しのぶさんが歌う「母の教えた
まいし歌」を聴きながら、今想っています。　
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